第2分科会「組織強化・活動家の育成」　開催趣旨

①	テーマ
[bookmark: _GoBack]メディカル・スタッフの処遇改善に向けた組合の役割～次世代をになう活動家
の育成に向けて～

②	開催趣旨
組合として交渉するためには組織強化とともに労働法制の理解が必要となります。賃金、労働条件の改善はもちろんですが、近年はハラスメント課題も多く聞かれます。コ・メディカル委員会では昨年の医療集会で労働法制をテーマに分科会を行った経過から、今年は「組織強化・活動家育成」の分科会を中心となって担当します。
　講演１では、全国から事前に医療職場の課題を問い立てて頂きましたので、特に待機、宿当直など夜間休日の働き方の課題を整理し、さまざまな労働条件について法律制度、事例の紹介、組合としての取り組み方針をＱ＆Ａと解説、により確認していきます。
講演２では、看護交代職場に多いハラスメントとしての不払い残業撲滅や、委員会など業務と自己研鑽の線引き課題に対する取り組み、また女性比率の高い医療職場でのセクハラ対策など、先見事例の活動報告などを参考にしながら、次世代を担うひとの育成を図ります。　
またグループワークでは医療職場の課題（課題その１：労働条件課題やハラスメント対策の講演を受けて意見交換）（課題その２：学会・研修・認定・ファースト、セカンドなどの取扱い状況）について、全国の状況を共有しながらグループ単位で取り組みシュミレーションを行い、単組力量のアップに努めることも予定しています。

③タイムスケジュール
 9時00分　オリエンテーション
 9時10分　組合活動や当局交渉に関するＱ＆Ａと解説
           自治労中央本部　主任オルグ 小池 徳博さん（80分）
10時30分　質疑（10分）
10時40分　休憩（10分）
10時50分　ハラスメント対策と組織先進事例の報告
　　　　　　衛生医療評議会　副議長　神谷 裕子さん（40分）
11時30分　質疑（10分）
11時40分　グループワークオリエンテーション及びグループ自己紹介（20分）
12時00分　昼食休憩（60分）
13時00分　グループワーク　テーマその1（50分）報告（20分）
14時10分　グループワーク　テーマその2（50分）報告（20分）
15時20分　臨時非常勤等職員の組織拡大課題について（10分）
15時30分　グループワーク報告まとめ（10分）
15時40分　終了
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	・労働条件(年休・深夜交代勤務・week直等)
・賃金手当関係(特勤手当や昇格基準)、
・組合活動(組織拡大・非正規組織化・組合の職場組織作り)、
・交渉(不当労働行為・労働協約・労安等) 

	テーマ：グループワークで対応する内容

	①夏期休暇について：
　７から９月の３ヶ月で取得するのは難しい。スタッフ不足となることもあり、連続で希望日にとれない。取得期間を拡大することはできないでしょうか。

②認定取得について:
　メディカルスタッフについて（看護職もかと思いますが）における認定取得者への査定昇給について、要求しても話が前に進みません。いい攻め方がないものか？また他県の状況や先進例などあれば？
（グループワークでの視点として“認定への評価をした方が良いのか”含めて）
（ちなみに、2014病院作りセミナーで講演頂いた放射線技師会長の北村さんから、「認定については色々な職種においてされているが、看護では認定、専門とあるが教育の中で700時間を担保しなくてはならないが他職種で出来るのか、現在のメディカルスタッフの認定をどう評価に繋げるのか、内容、更新がバラバラであるなど問題がある。専門医については標準化がなされていく中で、進めて行かなければならない」との指摘）

③休日の学会参加に際して代休があるのか？:
　出張命令が出ているので勤務であり、参加日数分の平日代休が与えられるべきであり、代休を与えなければ労基法違反になること、という視点。　一方で、予算の範囲で学会参加しているものであり、自己研鑽として行かせて欲しい視点があるので代休まで要請すると逆に出張命令しないとなり、代休まで要求出来ないという意見。　参加しないことで病院がペナルティを受ける内容の出張は厳然たる公務の取扱いだが、それ以外は自己研鑽部分もあるので必ずしも休日公務出張で代休あり、とならないという意見。
　看護交代職場ではそもそも休日の概念がないので休日出張の位置付けが曖昧な部分の運用は、「日勤職場に合わせる」として、出張が平日であれば別に週休日を設定するが、出張が旗日の場合は休日に出張したものと見なし別に休日は設けない運用。

④看護協会の職務の位置付けについて：
　看護協会の委員が任命され、執務に応じ土日も出席することがあるが、ずっと週休扱いである。　看護協会から執務依頼（公文書）もでているのになぜ週休扱いなの　　か。代休または時間外とするべきでないでしょうか。
（看護協会の研修を含む「研修」についてどこまで「業務」とするか(時間外の支払い＋機械的にやりすぎて研修補助を打ち切られることのリスク等)の問題

⑤看護部のファースト、セカンドの取扱いについて何が正しいのか？また他の研修や医療技術職の認定取得との整合性は？：
　病院によって、人によって研修参加の位置付けが異なる（勤務や年休、職専免など微妙に取扱いが違うこと、お金の部分でも出張扱いから参加費のみ出すまで様々では混乱する）。
（ちなみに、日本看護協会は認定看護管理者に必要な教育課程を、ファーストレベル、セカンドレベル及びサードレベルの3課程と定めています。認定看護管理者教育課程　ファーストレベル：150時間 セカンドレベル：180時間 サードレベル：180時間 ）









